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　令和 7年度「廃棄物処理法初心者のためのＷｅｂ講座」の第 3弾を全 4回の日程で以下のとおり開催いたし

ました。

［講師］　第 1、2 回 是永   剛 氏（長野県環境部 水大気環境課 参事兼課長）

　　　　第 3、4 回 長岡 文明 氏（BUN 環境課題研修事務所 主宰）

［対象］　JWセンター職員及び環境省・都道府県政令市等の産業廃棄物部局のご担当者

［開催日時及び講義内容］

講義内容 日　時

第１回　行政処分（1） 令和７年11月 13日　14：00～ 16：30

第２回　行政処分（2） 令和７年11月 19日　14：00～ 16：30

第３回　廃棄物処理法許可不要制度（1） 令和７年11月 28日　14：00～ 16：30

第４回　廃棄物処理法許可不要制度（2） 令和７年12月 ５ 日　14：00～ 16：30

FROM　　　　　  CENTER

総務部広報室

JWセンター主催
「廃棄物処理法初心者のためのＷｅｂ講座」
令和7年度第3弾 開催報告

　令和 7年 10月31日（金）北海道において、（公社）全国産業資源循環連合会、（公財）産業廃棄物処理事業振

興財団及び JWセンターの三団体主催による、「資源循環と環境を考える全国大会」を開催いたしました。昨年 5月

に「再資源化事業等高度化法」が新たに制定されるなど昨今の動向を踏まえ、本大会は今年度から名称を改めて開

催し、多くの廃棄物関係者等（625 名）の参加がありました。

　大会では、環境省環境再生・資源循環局の角倉局長による講演『循環経済を国家戦略に』、北海道大学大学院の

石井教授による講演『持続可能な社会とサーキュラーエコノミー』の後、環境大臣表彰式典を行いました。

　次回は、令和 8 年 11月27日（金）に鹿児島県での開催を予定しています。

FROM　　　　　  CENTER第 1回 資源循環と環境を考える
全国大会の開催

●開催概要
［開催日時］　令和 7年 10月31日（金）

［場　　所］　グランドメルキュール札幌大通公園（北海道札幌市）

［プログラム］

14：00 ～　開会式

14：25 ～　講演（１）「循環経済を国家戦略に」

　　　　　講師：角倉 一郎 氏（環境省環境再生・資源循環局長）

　　　　　講演（２）「持続可能な社会とサーキュラーエコノミー」

　　　　　講師：石井 一英 氏 （北海道大学大学院 工学研究院環境工学部門 教授）

16：10 ～　環境大臣表彰式典

16：50 　閉会

  写真  　講演の様子
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令和７年版 廃棄物処理法令（三段対照）・通知集
● 法令（法律・政令・省令及び告示）
・廃棄物の処理及び清掃に関する法律、施行令（政令）、施行規則

（省令）を互の委任関係が分かりやすい三段対照として編集。

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律関係政省令及び告示も収載。

●通　知
・ 排出事業者及び産業廃棄物処理業者に関わりのある通知を最新内

容まで厳選して収載。

●資料編
・ 廃棄物処理法における罰則一覧、廃棄物関連ホームページ一覧を

収載。

ＪＷセンターホームページよりお申込みください。
  URL   https://www.jwnet.or.jp/info/publish/hourei/index.html/

定価5,500円（本体 5,000円＋税）

　JWセンターでは職員育成のため、2025 年 11月5日（水）に栃木県那珂

川町の管理型産業廃棄物最終処分場「エコグリーンとちぎ」を見学しました。
  写真 1  

　本施設は、栃木県とクリーンテックとちぎの PFI 事業によって建設・運営さ

れている最終処分場です。もともと県内に管理型最終処分場はなく他県で処

分していたため、県営の処分場整備は喫緊の課題であったところ、1990 年

に同県馬頭町北沢地区で大量の不法投棄が発覚、汚染土を含め撤去が必要

となり、2020 年に建設を開始し、2023 年に供用を開始ました。多重安全構

造で環境を守り、「開かれた美しい処分場」を理念に掲げた、地域社会との

共生を目指したクローズド型の処分場です。

　施設内にある被覆施設棟（埋立地）   写真 2   、浸出水処理施設棟の見学

は、安全面から管理棟内にある専用通路から行いました。粉塵の発生を抑

えるために埋立地内での散水によって廃棄物に触れた水を浄化処理後、再

び散水用水として循環利用することで場外への無放流を実現する、廃棄物の

処理に使用した水の環境利用の循環技術からは環境への配慮を伺えました。

　ご説明をいただいたエコグリーンとちぎの方々に安全安心への取組み等を

熱心にお話いただき、管理型産業廃棄物最終処分場について理解を深める機会となりました。

　今回ご対応いただいた関係者の皆様にこの場をお借りしてお礼申し上げます。

FROM　　　　　  CENTERエコグリーンとちぎ 施設見学会

  写真1  　施設見学の様子

  写真 2  　被覆施設棟（埋立地）
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